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「薬局・薬剤師の災害対策マニュアル」日薬版 発行 

「災害時薬剤師必携マニュアル」日女版 発行 

＊ 日本薬剤師会版は薬剤師、地域薬局及び薬剤師会が大規模災害時に行うべき活動と平時に取るべき防
災対策を示したものです。日薬のホームページに掲載されています。 

＊ 日本女性薬剤師会版は災害時にこの手帳を携行し救護活動に参加し被災者の健康に貢献していただき
たいとの目的で作成されました。佐賀県薬女性薬部会からも編集委員として徳渕先生が参画されてい
ます。部会でも協議の上、現場の声として上申しました。是非１冊手元に置いてもらえたら幸いです。
手帳の大きさは、縦１５ｃｍ×横１１ｃｍのコンパクトサイズです。（１冊８００円・県薬にて販売中） 

（災害時薬剤師必携マニュアル 目次） 
Ⅰ、災害時のインフラ整備（普段からインフラストラクチャーを確認） 
・ 電気・水道・ガス・通信・物資の確保・物資の輸送経路・在宅患者のフォロー・人員の確保 
・ 出動要請に備えて・災害時救助ボランティア活動 

Ⅱ、災害時の薬剤師業務 
・ 一般調剤（停電時・断水時・調剤室外での調剤） 
・ 注射薬調剤（注射薬調整・供給投与・患者宅での注射薬の保管）               

Ⅲ、在宅患者への対応                                      
・ 高齢者、障害者の基本的変化と特徴                            
・ 災害に備えての準備                                   
・ 災害発生時（在宅の要介護者への対応・薬剤師としての活動）                

Ⅳ、災害時の公的システムと薬剤師                                
・ 広域災害・救急医療情報システム                             
・ 災害時における薬剤師に対する公的指示                          
・ 災害発生後の医薬品の供給                                

Ⅴ、個別疾患患者に対する災害時の対応                              
・ 人口透析・難病患者などへの対応                             
・ オストメイト（人口肛門・人口膀胱保有者）の災害対策                   
・ 在宅酸素療法を受けている患者への対応                          
・ リウマチ患者の災害時における対応                            

Ⅵ、救急医療の基礎                                       
・ 薬剤師の応急手当と法律  
・ 応急手当の実際 

Ⅶ、救急蘇生法 
Ⅷ、災害時の感染防止対策（現場で役立つ消毒のポイント） 
Ⅸ、災害時の情報確保（大災害時に頼れるアドレス） 
（資料）・災害時に備えるチェックリスト・緊急時持ち出しグッズ・災害時の連絡方法 

 
 
  県薬生涯教育研修会ご案内 

 
日 時：２月２４日（土） 18:00～21:00 
①演 題：広がる子どものこころの問題へのアプローチ 
      ～ＡＤＨＤの脳科学から学校や地域における支援ネットワークまで～ 
講 師：九州大学病院 精神科神経科 子どものこころと発達外来 
                    山下 洋 先生 
昨年６月に開催されました、日本女性薬剤師会全国研修会でご講演された内容です。 
先生のお話は、日女研修会テキスト「もっと学ぼう子どもの精神科領域」に出筆されています。 
 
②演 題：セルフケアと薬剤師の役割 
      ～セルフケアカウンセリングと受診勧奨～ 
 講 師：共立薬科大学 薬剤学教授 中島恵美 先生 
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 今年の抱負 
 
＊ 先輩薬剤師を見習って、地域の患者さんの QOL を上げるお手伝いをしていきたいと思います。                                  
（                                      （宮地和子） 

＊ 皆様の協力のおかげ、キッズルームもかなり認められ定着してきました。今年は勉強会だけではなく
女性薬剤師の交流の場を設けることが出来たらいいなと思っています。  （佐賀市郡 田中須磨代） 

＊ この四年の自分自身を振り返り思いました。不器用ながらも皆様の裏方業として誠実に勤めたいと。 
   （佐賀市郡 島田智子）       

＊ 皆と協力し合って会営薬局機能充実＝派遣薬剤師システム、書籍の自由閲覧を実現させ、薬剤師職能
発揮のBetter、Bestの環境作りに貢献したいと思います。        (鳥栖三養基 徳渕昭代) 

＊ 目の前の事をひとつひとつ片付けていく。１日は１回同じ１日なら楽しく過ごしたい。 
（神埼 宇野由紀子） 

＊ 今は、風邪も流行していなくて暇な・・・と思う今日この頃です。今年もよろしくお願いいたします。 
 （多久小城 鑰山久美子） 

＊ 今年も女性薬剤師会活動に頑張りたいと思います。           （唐津東松浦 井手邦子） 
＊ 今年は体調に留意しつつ、マイペースで仕事プライベートともに充実させていきたいと思います。 

  （武雄杵島 松尾奈緒美） 
＊ 「シアワセ」と言う言葉は良い響きが共鳴し心地よさが広がります。人と人が仕合わせて「仕合わせ」
な一年になるよう医薬の面でお役に立てれば「シアワセ」です。     （鹿島藤津 山口弥生） 

＊ 私の高齢期にも関係する心や言葉、道具などのバリアーフリーについて考えてみたいと思っています 
  （女性理事 北島悦子） 

 
ＣＢＴ（Computer‐based testing）練習問題 
問題１）カルシウム拮抗薬が適応とならないのはどれか                      

１. 狭心症を伴う高血圧                              
２. 腎不全を伴う高血圧                              
３. Raynaud症候群を伴う高血圧                          
４. 上室性不整脈を伴う高血圧                           
５. 房室伝導障害を伴う高血圧            解答 ５  
                                 （カルシウム拮抗剤は房室伝導障

害をきたすため不適切である。） 
  問題２）降圧薬の副作用について正しい組み合わせはどれか。 

１.チアジド系利尿薬－---------------高カリウム血症 
２.交感神経α遮断薬-----------------気管支喘息発作 
３.交感神経β遮断薬-----------------頻脈 
４.アンギオテンシン変換酵素阻害薬---腎障害 
５.α-メチルドパ--------------------溶血      解答 ５ 

     （チアジド系利尿薬は低カリウム
血症をきたす。アンギオテンシン
変換酵素阻害薬は腎保護作用が
あるため糖尿病腎症の治療に使
用し、腎症害はきたさない。 

 
 

＜お知らせ＞ 
① 平成１９年度日本女性薬剤師会研修講座 診療ガイドライン薬剤コース 
（講座内容）糖尿病・高血圧・頭痛・真菌症・急性膵炎・結核・乳癌・アルコール、薬物依存症・腰痛症・高脂血症 
（受講料） １５，０００円 
（申し込み方法） 佐賀県薬剤師会事務局までご連絡ください。 
（申し込み期限） ２月２８日まで 
 
② 平成１８年度後期スクーリング講習会：３月１１日（日）９時～１５時１０分 県薬２階研修ホール                      
診療ガイドラインコースを受講されていない方も、男女を問わずどなたでも受講できます。 

  是非、参加してください。 
 
③ 調査研究報告会：３月１８日（日）１３時３０分～１５時４０分 ＜アバンセ＞４階 研修室 
 女性薬剤師のさらなるチャレンジに向けて!～女性薬剤師の５０年を検証する～ 
女性薬部会として取り組んだ活動の成果を報告します。参加料無料。興味のある方は県薬またはアバンセまでお申込ください。 


